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香川県英語教育研究会秋季研修会並びに香川県中学校教育研究会英語部会研究大会
                            　　　　事前研究の手引き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  香川県中学校教育研究会英語部会
１  研究主題
グローバル社会において未来を切り拓く力を育成する英語教育を目指して
２ 主題設定理由（主題の分析）
小学校では令和２年度から、中学校では令和３年度から、新しい学習指導要領の下での教育課程が始まっている。そして、高等学校においては、令和４年度より新しい学習指導要領での教育課程が始まる。外国語科に対する期待は高まる一方であり、「グローバル社会の中で、言語や文化が異なる人々と主体的に協働していくことができるよう、外国語科で躊躇せず意見を述べ他者と交流していくための力」を育成する必要があるとされている。児童・生徒が実践的な英語によるコミュニケーション能力を身につけ、産業構造や社会構造が大きく変化することが予想される次の時代を生き抜いていくための教育について協議するため、本主題を設定する。
３  研究概要
新しい学習指導要領のもと、新しい時代の流れに対応できる英語力を育成するためには、どのような取組が有効であるか。下記の３つの視点をもって、研究を進めていく。
・「話すこと」の指導とルーブリックを用いた評価
・「学びに向かう力、人間性等」の評価
・ICTの有効活用

これらの視点を、中学・高校の研究授業を通して、研究成果として示していく。

４  研究授業（中・高 授業の視点）
（１）「話すこと」の指導とルーブリックを用いた評価
新学習指導要領では「話すこと」の目標が[発表]と[やり取り]の２つの領域に分かれた。特に、話すこと[やり取り]は継続的な指導と練習が必要な高度な言語活動であると考える。そこで、今回の研究では、年間指導計画やCan-do Listを活用し、年間を通じて段階的な指導を行う。高校の授業実践では、[やり取り]に焦点を当て、中学の授業実践では、[発表]と[やり取り]の両方を取り入れたプレゼンテーション活動を中心に、それぞれ生徒の話す力の育成を目指す。
また、インタビューやディスカッションの場合には、題材や話す相手によってコミュニケーションの難易度が大きく変動するため、個々の生徒を客観的に、また公平に評価することが難しい。そこで、ルーブリックを活用することでパフォーマンステスト等における評価の客観性を高める提案を行いたい。

（２）「学びに向かう力、人間性等」の評価
　　学習指導要領の改訂に伴い、学習状況の評価の観点は「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の３つに整理された。「学びに向かう力、人間性等」は、生徒が資質・能力をどのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素とされており、自らの学習を調整しようとする側面や目標達成のために粘り強く取り組む態度を評価する必要がある。今回、ICT機器を用いることで生徒が自分自身の課題を把握し、プレゼンテーション、パフォーマンステスト等に向けて自らの学習を調整・改善する場を設けることで、「学びに向かう力、人間性等」を評価する方法を提案したい。

（３）ICTの有効活用
　　現在、香川県内の中学・高校にタブレット端末が配置され、教育活動におけるICT機器の活用が進んでいる。今回の研究でもタブレット端末を用いることで、授業における学習効果の向上や、授業内外での作業の効率化に取り組んだ。中学の授業実践では、zoom等のツールを用いて、複数のネイティブスピーカーとオンライン上で交流する機会を設定している。ICT機器等を活用することで、言語活動の一層の充実だけでなく、英作文の添削や評価等の効率化も図ることができるのではないかと考える。
